
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
第
四
十
二
巻
第
一
号
（
一
九
八
二
・
一
〇
）

中

村

一

基

（
岩
手
大
学
教
育
学
部
）

は
じ
め
に

伊
勢
に
は
「
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
、
約
二
有
名
の
門
人
（
－
鈴
門
）
が
い
る
。

彼
ら
は
、
地
域
を
中
心
と
し
た
同
門
の
集
り
＜
社
中
＞
と
い
う
も
の
を
形
成
し

て
い
た
。
本
稿
で
ほ
、
伊
勢
に
お
け
る
鈴
星
＜
社
中
∨
の
形
成
と
展
開
を
、
宣

長
残
後
、
春
庭
・
大
平
の
時
代
ま
で
概
観
し
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
断
ら
な
い
限
り
宣
長
に
関
す
る
著
述
は
、
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長

全
集
』
、
書
簡
は
奥
山
字
七
編
『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』
に
拠
る
。
又
、
門
人

の
姓
名
に
附
さ
れ
た
番
号
は
「
授
業
門
人
姓
名
録
」
追
加
本
（
本
居
宣
長
記
念

館
蔵
、
宣
長
全
集
第
二
十
巻
所
収
）
に
も
と
づ
い
た
通
し
番
号
で
あ
る
。

一
松
坂

松
坂
の
鈴
門
は
、
＜
歌
会
＞
を
母
胎
に
形
成
さ
れ
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の

主
な
も
の
は
、
松
坂
新
町
の
本
居
家
菩
提
寺
樹
敬
寺
の
塔
頭
嶺
松
院
の
住
職
、

茂
鮮
が
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
四
月
に
創
設
し
た
＜
嶺
松
院
歌
会
＞
で

あ
る
。
こ
の
歌
会
に
は
、
本
居
家
菩
提
寺
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
創
設
時
の

会
員
十
名
中
、
四
名
（
村
田
孫
助
（
（
元
次
）
）
、
村
田
孫
兵
衛
（
（
全
次
）
）
、
小
津
清
兵
衛

〈
（
道
円
）
）
、
小
津
六
要
（
俊
肇
）
）
迄
が
、
宣
長
の
親
族
で
あ
っ
た
。
歌
会
は
持
ち

ま
わ
り
で
当
番
を
決
め
、
基
本
的
に
は
毎
月
廿
五
日
に
開
か
れ
た

（
詣
保
十

六
年
月
次
和
歌
会
よ
ろ
つ
の
ひ
か
ヘ
」
。
）
宣
長
が
、
京
都
か
ら
帰
郷
後
、
宝
暦

八
年
（
一
七
五
八
）
二
月
十
一
日
、
こ
の
歌
会
へ
始
め
て
参
加
し
た
の
も
（
『
詠

草
全
集
』
其
六
、
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
）
、
右
の
様
な
事
情
か
ら
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
こ
の
日
、
出
席
し
た
会
員
は
、
宣
長
以
外
で
は
、
創
設
時
か
ら
の
会
員

で
あ
る
小
津
道
円
（
－
宣
長
祖
父
小
津
孫
右
衛
門
〔
道
智
大
徳
〕
の
実
兄
長
正

の
次
男
）
、
小
津
正
啓
（
1
）
、
浜
田
明
達
（
5
）
、
浅
原
義
方
な
ど
で
あ
り
、

初
期
の
鈴
門
二
名
を
含
ん
で
い
る
（
『
詠
草
全
集
』
其
六
）
。
小
津
正
啓
、
浜

田
明
達
、
中
津
光
多
（
2
）
は
、
宝
暦
二
年
の
歌
会
に
は
、
す
で
に
参
加
し
て

お
り
、
古
参
で
あ
っ
た
（
『
詠
草
全
集
』
其
こ
。
宣
長
は
、
新
参
で
は
あ
っ

た
が
、
京
都
遊
学
、
及
び
、
有
賀
長
川
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
会
か
ら
期
待
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
同
年
夏
か
ら
、
会
員
を
相
手
に
『
源
氏

物
語
』
の
講
釈
を
始
め
た
。
こ
の
講
釈
は
、
基
本
的
に
は
、
毎
月
、
二
、
九
の

日
に
行
わ
れ
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
終
業
し
て
い

る
（
鈴
屋
本
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
識
語
）
。
「
識
語
」
に
よ
れ
ば
、
「
聴
受

（津）

人
」
は
」
浅
原
義
方
（
「
発
起
人
、
半
而
死
。
」
）
・
小
津
正
啓
・
中
村
光
多

（掛）

・
浜
田
明
達
（
「
中
廃
」
）
・
稲
垣
棟
隆
（
3
）
、
須
賀
直
窮
（
4
）
、
覚
性

院
戒
言
（
7
）
、
村
坂
道
生
（
6
）
、
折
戸
氏
麻
呂
（
8
）
と
義
方
以
外
は
、

後
に
「
門
人
録
」
に
記
載
さ
れ
た
者
達
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
棟
隆
・
直
窮

伊

勢

と

鈴

門



万
葉
一
、
以
こ
四
之
日
】
為
こ
定
日
－
」
と
あ
る
ご
と
く
、
『
万
葉
集
』
の
講
釈
 
 

一
 
が
『
枕
草
子
』
の
講
釈
を
中
廃
し
て
、
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
 
 

宣
長
は
、
帰
郷
前
後
に
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
歌
論
『
排
塵
小
船
』
で
、
す
で
に
、
 
 

村
 
歌
学
の
た
め
に
は
万
葉
は
欠
か
せ
な
い
む
ね
を
述
べ
て
い
る
が
、
『
枕
草
子
』
 
 

中
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の
講
釈
を
中
廃
し
て
ま
で
開
講
し
た
こ
と
に
、
宣
長
の
『
万
葉
集
』
に
対
す
る
 
 

関
心
の
昂
ま
り
を
み
る
。
こ
こ
に
は
、
帰
郷
後
、
「
思
ひ
く
ら
ぶ
れ
ば
、
か
の
 
 

契
沖
が
、
万
葉
の
説
は
、
な
ほ
い
ま
だ
し
き
こ
と
の
み
ぞ
多
か
り
け
る
」
（
『
玉
 
 

勝
間
』
二
の
巻
「
お
の
が
物
ま
な
び
の
有
し
や
う
」
）
と
ま
で
云
わ
せ
た
真
淵
 
 

の
『
冠
辞
考
』
 
（
宝
暦
七
年
刊
）
と
の
趣
近
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
年
後
、
 
 

宣
長
は
、
真
淵
と
対
面
（
松
坂
の
一
夜
）
、
豊
明
和
元
年
正
式
に
入
門
し
て
い
 
 

る
（
「
県
厨
門
人
録
」
）
。
『
万
葉
集
』
の
講
釈
は
、
真
淵
穀
後
も
つ
づ
け
ら
 
 

れ
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
l
一
月
十
四
日
に
終
業
し
た
（
日
記
）
。
そ
の
 
 

間
『
源
氏
』
は
、
二
度
目
の
講
釈
に
入
っ
て
い
る
（
明
和
三
年
七
月
～
安
永
三
 
 

年
十
月
）
。
又
、
あ
た
か
も
真
淵
へ
の
入
門
を
契
機
に
し
た
如
く
、
T
神
代
紀
」
 
 

の
講
釈
が
宝
暦
十
四
（
明
和
元
）
年
正
月
か
ら
始
ま
る
（
～
明
和
三
年
三
月
）
。
 
 

明
和
年
間
に
ほ
、
他
に
は
『
新
古
今
集
』
 
（
明
和
三
年
三
月
～
同
六
年
十
二
月
）
 
 

と
、
『
古
今
集
』
（
明
和
七
年
正
月
～
胡
和
八
年
十
月
）
と
の
講
釈
が
行
わ
れ
た
。
 
 

は
、
宝
暦
九
年
二
月
十
一
日
（
『
詠
革
全
集
』
其
八
）
、
戒
言
は
、
同
十
一
年
 
 

正
月
廿
五
日
（
『
嶺
松
和
歌
集
』
其
十
）
、
〉
氏
麻
呂
（
初
邦
教
）
ほ
、
同
十
三
 
 

年
四
方
十
一
日
（
同
、
其
十
一
）
か
ら
、
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
、
初
期
鈴
門
 
 

が
∧
嶺
松
院
歌
会
＞
を
母
胎
に
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
源
氏
講
釈
、
▼
聴
講
 
 

者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
ま
ず
確
認
で
き
よ
う
。
宣
長
の
萬
釈
は
、
源
氏
と
並
行
し
て
、
 
 

続
々
と
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
『
伊
勢
物
語
』
 
（
宝
暦
九
年
三
月
～
同
十
l
一
月
、
 
 

毎
月
四
の
日
）
・
『
土
佐
日
記
』
 
（
宝
暦
十
年
正
月
～
同
五
月
）
・
『
枕
草
子
』
 
 

（
宝
暦
十
年
五
月
～
同
十
一
年
五
月
中
廃
、
毎
月
四
の
日
『
盲
人
一
首
改
観
抄
』
 
 

（
宝
暦
十
年
十
月
）
・
『
古
今
集
序
』
 
（
宝
暦
十
一
年
正
月
、
読
書
姶
と
し
て
 
 

毎
年
行
う
。
）
講
釈
は
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
『
源
氏
』
を
筆
殊
に
、
平
安
 
 

文
学
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
宝
暦
十
一
年
五
月
廿
四
日
の
日
記
に
、
 
 

「
夜
万
葉
集
開
講
、
先
レ
是
枕
草
子
詩
レ
之
、
雄
二
レ
末
終
一
レ
之
、
中
廃
而
詩
二
 
 

歌
会
の
方
は
＜
菅
相
寺
歌
会
＞
が
、
宝
暦
十
年
三
月
よ
り
、
＜
遍
昭
寺
歌
会
＞
 
 

が
宝
暦
十
四
年
正
月
か
ら
、
＜
直
見
家
歌
会
＞
が
明
和
二
年
十
月
か
ら
＜
棟
隆
 
 

家
歌
会
∨
が
明
和
七
年
六
月
（
月
次
で
ほ
な
い
）
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
宣
 
 

長
は
、
＜
嶺
松
院
歌
会
∨
の
他
、
以
上
の
よ
う
な
歌
会
に
ま
め
に
出
席
し
て
い
 
 

る
。
後
l
一
濱
の
歌
会
は
、
門
人
宅
で
開
か
れ
た
わ
け
だ
が
、
須
賀
直
見
∵
稲
掛
 
 

棟
隆
が
、
初
期
松
坂
鈴
門
の
中
で
、
宣
長
に
嘱
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
こ
 
 

と
か
ら
も
知
れ
よ
う
。
歌
会
を
開
い
た
の
み
で
な
く
、
宣
長
の
始
め
て
の
著
作
 
 

び
＞
に
遊
ぶ
、
趣
味
生
活
に
、
＜
歌
会
＞
母
胎
の
宣
長
の
講
釈
は
、
受
け
入
れ
 
 

『
草
庵
集
玉
零
』
 
（
明
和
五
年
刊
）
を
校
合
し
、
序
文
を
書
い
た
の
は
棟
隆
と
 
 

直
見
で
あ
つ
た
。
二
條
派
が
重
ん
じ
て
き
た
『
草
庵
集
』
の
注
釈
が
、
真
淵
の
 
 

叱
責
を
う
け
た
の
は
、
ン
当
然
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
＜
横
松
院
歌
会
＞
の
リ
ー
 
 

ダ
ー
に
し
て
、
彼
ら
の
師
で
あ
る
以
上
、
棟
隆
や
直
見
ら
の
願
い
に
応
え
る
こ
 
 

と
も
、
宣
長
の
責
務
で
あ
っ
た
。
明
和
年
間
、
『
万
葉
集
』
 
『
古
今
集
』
『
新
古
 
 

今
集
』
の
講
釈
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
会
員
（
門
人
）
の
希
望
し
た
の
が
、
『
草
 
 

庵
集
』
の
注
釈
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
歌
会
の
二
僚
派
的
性
格
が
あ
り
、
初
期
鈴
 
 

門
の
限
界
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
宣
長
ほ
、
自
己
の
新
古
今
主
義
 
 

の
中
に
、
こ
の
限
界
を
か
か
え
こ
ん
で
い
っ
た
。
た
だ
し
、
松
坂
町
人
の
∧
雅
 
 
 

ら
れ
た
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
松
坂
の
流
行
に
、
「
本
居
歌
の
講
釈
」
 

（
森
壷
仙
『
宝
暦
咄
し
』
）
と
あ
る
の
ほ
、
右
の
よ
う
な
状
況
を
さ
し
し
め
し
 
 

て
い
る
。
安
永
期
に
入
っ
て
も
、
歌
会
の
基
本
的
な
状
況
は
変
化
し
な
い
バ
た
 
 

だ
、
地
方
歌
人
本
居
宣
長
か
ら
、
国
学
者
本
居
宣
長
へ
の
脱
皮
は
、
着
実
に
行
 
 

わ
れ
て
い
っ
た
。
宣
長
は
、
す
で
に
『
古
事
記
伝
』
に
着
手
し
、
明
和
八
年
に
 
 

は
、
『
記
伝
』
総
論
で
あ
る
『
直
毘
霊
』
が
形
を
成
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
安
 
 

永
元
年
か
ら
同
五
年
ま
で
の
歌
会
、
及
び
宣
長
の
講
釈
を
一
覧
表
に
す
れ
ば
、
 
 

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
 
 

9
 
 
 

8
史
 
 

1
0
源
・
直
・
源
 
2
0
同
上
 
 

9
 
 

1
 
 
 職

 
 

1
8
同
上
 
 

3
0
同
上
 
 

9
 
2
 
 

器
同
上
 
 
 



8
J
 
F
 
 
 

鈴
 
 
 

と
 
 
 

勢
 
 
 

伊
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7
 
 
 

6
源
・
万
・
直
 
 
 

㊥
 
 

5
栄
 
 

4
万
・
古
・
万
 
 

3
㊥
 
 

2
源
・
直
・
源
 
 

狭
1
狭
衣
物
語
（
安
永
四
年
六
月
～
安
永
五
年
十
月
）
 
 
 

㊥
去
松
院
歌
会
㊥
姦
隆
家
歌
会
㊥
去
昭
寺
歌
会
㊥
去
 
 

見
家
歌
会
 
 
 

「
門
人
録
」
が
、
安
永
二
年
ま
で
で
、
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
た
意
味
を
考
え
る
 
 

と
き
」
右
の
表
の
次
の
よ
う
な
点
に
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
第
一
は
、
宝
 
 

麿
三
年
か
ら
十
三
年
を
か
け
、
安
永
二
年
竺
度
目
の
『
万
葉
集
』
講
釈
が
 
 

終
業
し
た
点
、
第
二
は
、
明
和
三
年
か
ら
八
年
を
か
け
た
二
度
日
の
『
源
氏
』
 
 

講
釈
が
、
、
安
永
三
年
に
終
業
し
、
三
度
目
の
同
講
釈
が
安
永
四
年
に
始
ま
る
間
、
 
 

甘
遺
詠
『
直
霊
』
が
講
釈
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
安
永
六
～
八
年
に
、
宣
長
に
＜
 
 

古
学
＞
の
聞
い
を
し
た
の
が
、
松
坂
以
外
の
鈴
屋
門
人
に
な
っ
て
い
な
い
人
々
 
 

職
－
職
原
抄
（
明
和
九
年
正
月
～
安
永
二
年
十
一
月
）
 
 

史
－
史
記
（
安
永
三
年
正
月
～
）
 
 

万
！
万
葉
集
（
～
安
永
二
年
十
二
月
）
 
 

（
安
永
四
年
十
月
～
）
 
 

古
－
古
今
集
（
安
永
三
年
正
月
～
安
永
四
年
十
月
）
 
 

源
1
源
氏
物
語
（
～
安
永
三
年
十
月
）
 
 

（
安
永
四
年
正
月
～
）
 
 

直
－
直
霊
（
安
永
三
年
十
月
～
同
年
十
一
月
）
 
 

栄
－
栄
花
物
語
（
明
和
九
年
二
月
～
安
永
四
年
六
月
）
 
 

1
7
㊥
 
 

1
6
同
上
 
 

1
5
㊥
 
 

1
4
万
・
古
・
万
 
 
 

㊥
④
 
 

1
3
栄
・
狭
 
 

1
2
同
上
 
 

1
1
㊥
 
 

ア
 
 

2
 
 

2
6
同
上
 
 

2
5
㊥
 
 

2
4
岡
上
 
 
 

2
3
同
上
 
 

2
2
同
上
 
 

1
 
 

2
 
 

で
あ
る
（
『
鈴
屋
谷
間
録
』
）
こ
と
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
松
坂
の
初
期
門
人
 
 

は
、
こ
の
意
味
を
理
解
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宣
長
に
と
っ
 
 

て
は
古
学
（
国
学
）
者
と
し
て
歩
む
こ
と
を
宣
言
し
、
＜
会
員
＞
に
で
ほ
な
く
、
 
 

＜
門
人
＞
に
古
学
を
説
く
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
れ
が
、
安
 
 

永
二
年
以
前
で
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
意
図
で
あ
る
。
そ
し
て
宣
長
が
、
そ
 
 

の
意
図
を
く
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
た
門
人
が
、
須
賀
直
見
で
あ
っ
 
 

た
。
右
の
一
覧
表
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
直
見
家
で
は
、
歌
会
だ
け
で
な
 
 

く
、
『
栄
花
』
 
『
狭
衣
』
 
の
会
読
校
合
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
安
永
四
年
に
 
 

は
、
『
字
音
仮
字
用
格
』
の
序
文
を
書
く
な
ど
、
ま
さ
に
、
直
見
は
、
「
孔
 
 

子
の
院
回
に
お
け
る
が
如
き
弟
子
」
 
（
出
丸
恒
雄
『
松
坂
の
文
学
資
料
選
集
』
 
 

一
）
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
直
見
は
、
安
永
五
年
十
月
八
日
、
三
十
五
才
 
 

の
若
さ
で
天
折
し
た
 
（
宣
長
日
記
）
。
す
で
に
こ
の
時
ま
で
に
、
初
期
鈴
門
 
 

の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
棟
隆
と
覚
性
院
戒
言
と
が
、
＜
仏
道
＞
（
前
者
は
 
 

日
蓮
宗
・
後
者
ほ
天
台
宗
）
に
身
を
入
れ
る
た
め
、
歌
会
（
作
歌
）
か
ら
遠
ざ
 
 

か
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
、
鈴
門
は
、
新
し
い
世
代
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
 
蝮
 
 

は
、
「
郷
党
だ
け
の
寄
集
ま
り
と
い
ふ
、
素
朴
で
牧
歌
的
世
界
の
終
焉
の
時
期
」
 
 

を
鈴
門
が
迎
え
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
、
松
坂
に
お
い
て
、
新
し
い
世
 
 

代
の
代
表
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
が
、
稲
掛
大
平
、
後
の
本
居
大
平
で
あ
っ
 
 

た
。
「
故
翁
よ
り
松
坂
に
帰
郷
し
て
、
学
問
古
学
の
業
を
始
め
ら
れ
た
る
時
に
、
 
 

始
め
て
門
人
と
な
り
た
る
は
、
大
平
が
父
棟
隆
と
、
大
平
が
い
と
こ
直
見
と
、
 
 

些
一
人
む
つ
ま
し
き
門
人
に
て
、
さ
て
大
平
が
父
様
隆
と
、
大
平
が
い
と
こ
直
 
 

見
と
、
此
二
人
む
つ
ま
し
き
門
人
に
て
、
さ
て
大
平
を
歌
詠
み
に
し
こ
み
た
る
 
 

は
直
見
な
り
。
」
（
文
政
八
年
四
月
五
日
付
益
谷
大
学
宛
大
平
差
出
陳
状
」
 
『
毀
 
 

誉
相
羊
書
』
所
収
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
平
は
直
見
の
感
化
に
よ
っ
て
作
歌
を
 
 

始
め
た
。
宣
長
に
入
門
し
た
の
は
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
、
十
三
歳
の
時
 
 

で
あ
り
、
全
く
生
涯
を
鈴
星
と
と
も
に
生
き
た
と
言
え
よ
う
。
松
坂
の
門
人
は
、
 
 

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
ま
で
に
、
六
十
五
名
を
数
え
る
が
、
安
永
九
年
（
一
 
 

七
八
〇
）
ま
で
に
、
四
十
名
な
の
で
、
天
明
・
寛
政
期
、
国
学
者
杢
璧
且
長
の
 
 

令
名
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
時
期
に
、
わ
ず
か
に
二
十
五
名
の
入
門
を
み
尭
に
す
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ぎ
な
い
。
そ
れ
も
、
古
道
学
の
継
承
者
と
自
認
す
る
服
部
中
庸
（
鋸
）
を
除
け
 
 

ば
1
あ
と
は
、
歌
文
の
経
で
あ
っ
た
。
松
坂
が
、
商
人
の
町
で
、
「
京
志
向
型
 
㈱
 
 

の
ま
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
／
た
だ
、
商
人
の
 
 

町
ゆ
え
に
、
豪
商
で
、
パ
ト
ロ
ン
型
の
門
人
を
、
輩
出
し
た
二
l
弄
高
蔭
（
5
7
）
、
 
 

殿
村
安
守
（
禦
、
常
久
（
描
）
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
ろ
う
。
寛
政
十
二
年
冬
 
 

か
ら
、
山
室
山
に
宣
長
の
墳
墓
の
築
造
に
、
生
と
し
て
あ
た
っ
た
の
が
、
高
陰
 
 

で
あ
り
、
宣
長
穀
後
、
大
平
が
文
化
六
年
、
和
歌
山
移
住
後
、
盲
目
の
本
居
春
 
 

庭
を
輔
け
て
、
松
坂
に
鈴
屋
の
灯
を
た
や
さ
な
か
っ
た
の
が
、
安
守
（
膝
斎
）
 
 

常
久
、
後
に
ほ
、
同
じ
く
豪
商
の
小
津
久
足
（
桂
窓
）
で
あ
っ
た
。
又
、
周
知
 
 

の
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
滝
沢
馬
琴
の
最
も
よ
き
読
者
で
あ
っ
た
。
安
守
に
、
馬
 
 

琴
の
『
八
犬
伝
』
と
『
朝
英
巡
島
記
』
を
辞
し
た
『
犬
夷
評
判
記
』
 
（
文
政
元
 
 

年
刊
）
が
あ
り
、
馬
琴
を
し
て
つ
い
に
、
知
己
と
し
て
「
篠
斎
」
「
桂
窓
」
の
名
 
 

を
言
わ
し
め
た
こ
と
（
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
）
、
又
、
常
久
の
死
を
悼
む
一
文
 
 

が
『
八
犬
伝
』
第
八
輯
序
文
に
載
る
こ
と
ほ
、
よ
く
し
ら
れ
る
。
春
庭
の
＜
後
 
 

鈴
屋
社
＞
は
、
四
音
名
を
数
え
、
内
松
坂
人
は
四
十
七
名
に
の
 

庭
門
人
録
」
）
。
彼
は
、
盲
目
と
は
い
え
、
＜
語
学
研
究
＞
を
も
っ
て
、
宣
長
 
 

の
名
を
恥
か
し
め
な
か
っ
た
。
文
政
六
年
（
一
八
l
≡
）
平
田
篤
胤
を
、
自
主
 
 

的
な
姿
勢
を
も
っ
て
迎
え
た
の
は
、
＼
京
都
で
も
、
大
阪
で
も
和
歌
山
で
も
な
く
、
 
 

松
坂
で
あ
っ
た
。
 
 

注
目
『
松
阪
市
史
』
第
七
巻
、
史
料
篇
文
学
。
 
 
 

伺
鈴
木
淳
「
須
賀
直
見
の
人
と
歌
風
」
 
（
『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
 
 

第
四
十
五
輯
）
一
二
九
貢
ゆ
 
 
 

伺
芳
賀
登
「
本
居
宣
長
と
松
坂
文
化
人
社
会
」
 
（
『
近
世
封
建
支
配
と
民
衆
社
会
』
 
 

弘
文
堂
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
）
四
九
八
貢
。
 
 
 

附
、
射
和
 
 
 

飯
野
郡
射
和
は
、
現
在
松
坂
市
に
入
っ
て
い
る
。
射
和
の
門
人
に
は
、
豪
商
 
 

が
多
く
、
松
坂
に
お
け
る
殿
村
一
族
に
相
当
す
る
者
が
い
た
。
『
射
和
文
化
史
』
 
さ
だ
か
つ
 
に
よ
れ
ば
、
天
明
八
年
入
門
の
富
山
定
家
（
1
3
6
）
は
、
射
和
で
の
最
初
の
門
人
 
 

だ
が
、
元
禄
二
年
春
刊
行
の
『
江
戸
図
鑑
綱
目
』
に
伊
勢
店
と
し
て
の
る
四
軒
 
 

の
な
か
に
入
る
ほ
ど
の
豪
商
富
山
家
十
四
代
の
当
主
で
あ
り
、
ま
た
、
射
和
で
 
 

ほ
な
い
が
定
家
と
交
友
が
あ
っ
た
飯
高
都
下
輪
路
村
（
現
松
坂
市
）
の
掘
日
光
 
 

重
（
劉
）
ほ
、
江
戸
に
質
屋
両
替
店
を
営
む
、
堀
口
家
七
代
の
当
主
で
あ
り
、
 
 

す
け
 
ま
た
寛
政
十
二
年
入
門
の
竹
川
政
信
（
4
4
3
）
、
享
和
元
年
入
門
の
山
上
光
副
一
（
 
 

折
）
の
両
家
も
、
＜
江
戸
店
＞
を
営
ん
で
い
た
。
彼
ら
が
、
宣
長
に
入
門
し
た
 
 

明
確
な
理
由
は
不
明
だ
が
、
定
家
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
こ
十
月
、
盟
友
 
 

竹
川
政
忠
（
政
信
の
父
）
の
逝
去
に
あ
た
っ
て
霊
前
に
捧
げ
た
文
の
な
か
に
、
 
 

「
い
で
や
あ
り
し
世
に
兄
弟
に
も
勝
る
交
り
を
な
し
て
、
言
の
葉
の
道
を
も
、
 
 

明
暮
れ
語
ら
ひ
懇
に
教
へ
給
ひ
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
や
は
り
、
基
本
的
 
 

に
は
松
坂
の
鈴
門
と
同
じ
く
雅
び
と
し
て
、
歌
文
を
た
し
な
む
点
に
あ
っ
た
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
『
石
上
稿
』
 
（
農
政
十
年
）
の
「
九
月
の
は
し
め
つ
か
た
闇
路
山
と
い
 
 

ふ
と
こ
ろ
へ
た
け
か
り
に
行
け
る
（
中
略
）
」
 
「
同
し
時
、
僻
路
村
の
堀
口
光
 
 

重
か
家
の
庭
の
山
な
る
い
ぼ
り
を
見
て
」
と
い
う
詞
書
か
ら
、
宣
長
が
訪
ね
て
 
 

い
け
る
距
離
に
、
彼
ら
が
い
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
 
 

定
家
の
入
門
に
関
し
て
は
、
明
和
二
年
十
二
月
廿
一
日
付
宣
長
宛
真
淵
書
簡
に
 
 

「
彼
の
恵
山
が
万
葉
、
小
田
な
ど
人
数
罷
侯
て
校
合
い
た
し
侯
由
、
（
中
略
）
」
 
 

と
あ
り
、
富
山
家
蔵
元
暦
校
本
万
葉
集
を
め
ぐ
っ
て
の
国
学
者
と
の
交
渉
と
い
 
 

ぅ
要
因
は
無
視
で
き
ま
い
。
ち
な
み
濫
、
小
田
と
は
小
田
主
殿
、
後
の
荒
木
田
 
 

久
老
で
あ
り
、
彼
ら
が
富
山
家
を
訪
れ
た
の
ほ
、
宝
暦
十
三
年
十
月
四
日
で
あ
 
 

る
。
堀
口
光
量
、
、
竹
州
政
信
、
竹
口
政
常
、
山
上
光
副
せ
い
う
定
豪
の
交
友
圏
 
 

の
入
門
が
つ
づ
き
、
享
和
元
年
九
月
、
宣
長
の
死
を
迎
え
た
。
『
同
文
化
史
』
 
 

に
よ
れ
ば
」
十
月
二
日
の
葬
儀
に
は
、
射
和
か
ら
定
豪
の
息
定
平
（
穀
後
入
門
）
 
 

と
竹
川
政
信
、
中
万
か
ら
山
上
光
副
、
竹
口
政
常
が
会
葬
し
た
と
い
う
。
彼
ら
 
 

が
、
宣
長
穀
後
も
、
春
庭
・
大
平
と
の
交
渉
を
も
っ
た
こ
と
は
、
『
故
翁
門
人
 
 

姓
名
録
之
内
大
平
井
春
庭
方
音
信
不
絶
分
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
飯
野
郡
の
春
庭
大
平
へ
の
入
門
者
が
、
中
万
の
竹
口
喜
兵
衛
直
彦
と
、
射
 
 

和
の
竹
川
彦
左
衛
門
政
寿
で
あ
り
（
「
春
庭
門
人
録
」
）
、
大
平
の
飯
野
郡
の
 
 

門
人
十
六
名
（
「
大
平
門
人
録
」
 
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
所
載
）
中
、
『
藤
垣
 
 

内
門
人
姓
名
録
』
 
（
本
居
文
庫
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
堀
口
喜
十
郎
光
直
（
寛
政
十
 
 

二
年
入
門
）
、
堀
口
雄
次
郎
光
長
（
1
光
量
の
男
）
 
（
文
政
九
年
入
門
）
、
堀
 
 

口
青
松
光
真
（
〃
）
、
堀
口
光
真
母
床
（
〃
）
、
春
庭
門
で
も
あ
る
竹
川
本
家
 
 

十
l
一
代
当
主
竹
川
政
寿
（
文
化
四
年
入
門
）
な
ど
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
か
 
 

ら
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
入
門
事
実
・
年
次
不
明
だ
が
「
大
平
門
人
録
」
に
 
 

竹
口
直
彦
、
富
山
定
家
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
孝
和
三
年
に
嫡
男
定
平
 
 

を
な
く
し
、
失
意
の
日
々
を
お
く
り
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
放
し
た
 
 

定
家
が
、
大
平
に
改
め
て
入
門
す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
射
和
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
竹
川
竹
斎
の
遺
し
た
射
和
 
 

文
庫
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
以
下
『
射
和
文
化
史
』
に
よ
れ
ば
、
竹
斎
は
、
東
竹
 
 

川
家
六
代
当
主
竹
川
政
信
と
荒
木
田
久
老
の
女
、
菅
子
と
の
あ
い
だ
に
文
化
六
 
 

年
、
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
始
め
、
彦
三
郎
政
と
称
し
、
後
に
隠
居
し
て
、
 
 

竹
斎
と
号
し
た
。
彼
は
、
国
学
和
歌
を
荒
木
田
久
守
、
中
村
艮
臣
に
学
び
、
政
 
 

経
済
博
物
の
学
を
佐
藤
信
淵
に
聴
き
、
ま
た
勝
海
舟
と
交
渉
を
持
つ
な
ど
し
た
 
 

が
、
学
者
と
い
う
よ
り
啓
蒙
家
で
あ
っ
た
。
竹
斎
は
、
射
和
文
庫
創
立
に
関
し
 
 

て
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
本
家
当
主
竹
川
政
寿
に
隠
居
を
願
い
で
た
な
か
 
 

で
、
 
 

若
年
の
頃
よ
り
書
を
読
む
事
を
好
み
侯
へ
ど
も
、
蔵
書
無
之
、
所
々
借
用
 
 

い
た
し
読
侯
こ
と
故
、
思
ふ
様
に
も
相
成
ら
ず
侯
間
、
何
卒
生
涯
に
文
庫
 
 
 

を
建
、
万
巻
の
書
を
積
み
後
世
に
繹
ル
、
好
書
生
の
た
め
随
意
に
読
書
い
 
 

た
さ
せ
侯
は
ば
、
有
年
の
内
に
は
可
成
世
の
用
に
し
立
侯
人
物
も
出
来
可
 
 
 

申
欺
と
存
じ
心
懸
け
れ
ど
も
、
（
中
略
）
先
づ
は
七
八
千
巻
に
及
び
申
供
 
 

間
、
当
年
中
に
は
一
万
巻
に
可
仕
奉
存
侯
。
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
射
和
文
庫
ほ
、
一
族
同
門
、
当
時
の
朝
野
の
名
士
の
協
力
 
 

も
あ
っ
て
、
竹
斎
の
「
皇
国
の
姿
た
ゝ
ず
ほ
、
何
を
も
て
民
学
を
教
へ
ん
」
（
無
 
 

窮
会
神
習
文
庫
蔵
『
紬
脚
教
組
略
最
』
吸
）
と
い
う
国
学
振
興
の
願
い
を
も
と
に
、
 
 

現
在
も
二
千
冊
余
の
蔵
書
を
有
し
竹
川
家
の
邸
内
に
建
っ
て
い
る
。
 
 

〓
 
神
宮
 
 

「
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
、
度
会
郡
宇
治
の
門
人
二
十
八
名
は
、
禰
宜
二
名
、
 
 

権
禰
宜
（
御
節
）
二
十
名
を
含
み
全
員
内
宮
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
 
 

山
田
の
門
人
十
一
名
中
、
あ
き
ら
か
に
外
宮
の
神
官
ほ
、
権
禰
宜
橋
村
正
代
（
1
1
5
）
 
 

の
み
で
あ
る
。
（
「
春
庭
門
人
録
」
に
よ
っ
て
、
安
田
贋
治
・
藤
本
久
葛
が
御
 
 

節
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
）
同
じ
神
官
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
差
が
、
生
じ
 
 

た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
外
宮
が
、
＜
伊
勢
（
度
会
）
神
道
＞
と
い
 
 

う
外
宮
独
自
の
神
学
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
内
宮
に
は
独
自
な
神
学
が
な
 
 

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
内
宮
は
、
そ
の
た
め
、
外
宮
と
対
抗
で
き
る
、
い
や
優
 
 

位
に
た
て
る
神
学
を
求
め
た
。
宣
長
の
時
代
、
内
宮
に
は
＜
垂
加
神
道
＞
及
び
、
 
 

そ
れ
を
母
胎
に
し
な
が
ら
も
克
服
し
ょ
う
と
し
た
青
鬼
幸
和
（
宝
暦
十
一
年
穀
）
 
 

の
神
学
が
入
っ
て
き
て
い
た
。
多
田
義
俊
が
内
宮
で
『
磯
原
抄
』
を
講
義
し
た
 
 

の
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
で
あ
っ
た
（
「
宮
川
日
記
「
）
。
叉
、
県
居
の
 
 

学
問
も
入
っ
て
き
た
。
い
ほ
ぼ
、
内
宮
は
、
神
学
的
に
ほ
、
つ
ね
に
処
女
地
で
 
 

あ
っ
た
。
内
宮
と
宣
長
と
の
関
係
は
、
遠
江
国
学
者
と
宣
長
と
の
仲
介
者
的
役
 
 

割
を
果
し
た
梅
雨
宜
蓬
莱
尚
賢
（
1
2
5
）
と
の
交
渉
に
始
ま
る
と
考
え
て
よ
い
だ
 
 

ろ
う
。
尚
賢
は
、
谷
川
士
清
門
で
、
士
清
の
女
婿
で
も
あ
っ
た
。
当
然
、
神
学
的
 
 

に
は
、
＜
垂
加
＞
に
始
ま
っ
た
が
、
真
淵
及
び
県
門
と
の
交
流
の
中
で
、
（
竹
 
 

内
式
部
事
件
に
対
す
る
反
省
の
中
か
ら
）
次
第
に
＜
古
学
＞
へ
の
理
解
を
深
め
 
 

て
い
き
、
伊
勢
に
於
て
ほ
、
山
田
の
荒
木
田
久
老
よ
り
も
、
松
坂
の
宣
長
に
、
 
 

接
近
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
学
問
上
、
公
職
に
お
い
て
尚
賢
と
親
し
い
禰
 
 

宜
中
川
経
雅
も
、
そ
の
手
記
に
「
転
任
後
家
に
在
り
て
ほ
専
ら
安
濃
津
谷
川
淡
 
 

斎
士
清
・
飯
高
郡
松
坂
魚
町
本
居
春
奄
宣
長
に
つ
き
、
国
学
、
国
歌
を
習
ひ
学
 
 

び
、
そ
の
中
こ
と
に
日
本
紀
・
続
日
本
紀
・
万
葉
集
・
令
義
解
を
よ
み
校
へ
、
 



基
 
 

■
 
 

村
 
 

中
 
 

叉
神
官
の
旧
記
・
朝
家
の
記
録
風
四
首
巻
を
謄
写
し
て
こ
れ
を
蔵
せ
り
云
々
」
 
 

㌘
 
（
「
慈
裔
英
語
」
神
官
文
庫
蔵
天
明
五
年
頃
成
）
と
あ
る
よ
う
に
、
安
永
二
年
 
 

以
後
、
士
清
宣
長
に
学
ん
で
い
る
。
経
雅
は
、
尚
覧
が
書
写
し
た
『
古
事
記
伝
』
 
 

稿
本
を
再
び
書
写
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
尚
賢
、
経
雅
は
、
士
清
に
も
学
び
な
 
 

が
ら
も
、
宣
長
古
学
に
も
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
、
決
定
的
に
な
っ
た
の
 
 

は
、
安
永
五
年
の
士
清
の
死
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
事
実
、
宣
長
に
対
し
て
、
 
 

尚
賢
・
経
雅
の
＜
古
学
＞
に
関
す
る
聞
い
ほ
、
安
永
六
年
以
降
、
ほ
っ
き
り
し
 
 

た
形
を
と
っ
て
禿
せ
ら
れ
て
い
る
（
『
鈴
屋
谷
間
録
』
）
。
経
雅
は
、
『
大
神
 
 

宮
儀
式
解
』
に
対
し
、
「
儀
式
御
解
三
四
数
遍
熟
読
仕
険
。
」
 
「
御
解
中
愚
意
又
 
 

々
中
上
侯
様
二
話
被
レ
下
、
悍
ヲ
不
レ
顧
存
知
よ
り
侯
粂
々
中
上
供
。
」
（
「
安
 
 

永
七
年
六
月
廿
四
日
付
経
雅
宛
宣
長
書
簡
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
宣
長
の
意
見
 
 

を
求
め
た
。
た
ゞ
、
両
者
と
宣
長
と
の
関
係
は
、
一
方
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
 
 

た
。
「
貞
観
儀
式
二
冊
御
拝
借
被
レ
下
、
恭
奉
レ
存
供
。
」
 
「
江
次
第
抄
、
御
 
 

写
し
被
レ
成
侯
由
、
追
而
拝
借
可
二
中
上
一
俵
。
其
節
借
し
可
レ
被
レ
下
僕
。
 
 

其
外
大
神
宮
記
録
類
何
こ
て
も
御
借
シ
可
レ
被
レ
下
旨
恭
奉
レ
存
侯
。
」
 
（
同
 
 

上
）
 
「
神
功
皇
后
論
、
此
ホ
ド
漸
写
終
申
侯
処
、
今
少
シ
校
合
残
り
申
侯
、
近
 
 

々
返
上
可
レ
仕
」
 
（
「
天
明
元
年
三
月
十
九
日
付
尚
賢
宛
宣
長
書
簡
」
）
と
あ
 
 

る
よ
う
に
、
宣
長
は
両
者
か
ら
、
書
籍
の
借
覧
を
し
、
書
写
を
し
て
い
る
。
ま
 
 

さ
し
く
、
「
宣
長
学
の
成
立
に
重
要
な
基
礎
に
な
る
も
の
は
典
籍
文
書
の
閲
覧
 
 

で
あ
る
。
そ
の
瀾
儲
の
欲
望
を
満
た
し
た
の
ほ
神
都
の
中
川
経
雅
で
あ
り
、
蓬
 
 

莱
尚
賢
で
あ
っ
邑
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
明
期
の
尚
賢
の
林
崎
文
庫
復
 
 

興
の
運
動
は
、
全
面
的
に
、
宣
長
の
称
揚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
「
林
崎
ふ
 
 

み
く
ら
の
詞
」
天
明
二
年
十
月
成
）
。
尚
賢
の
入
門
し
た
天
明
七
年
、
他
に
内
 
 

宮
か
ら
神
職
八
名
の
入
門
を
み
た
。
尚
賢
、
経
雅
と
宣
長
と
の
交
流
が
大
き
く
 
 

働
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
＜
宇
治
社
中
＞
形
成
に
、
内
宮
権
禰
宜
 
 

菊
星
（
荒
木
田
）
末
偶
（
8
9
）
が
果
し
た
役
割
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
 
 

ぅ
。
末
偶
ほ
、
始
め
上
田
秋
成
に
師
事
し
て
い
た
が
（
『
ふ
み
ほ
う
ぐ
』
上
、
 
 

「
伊
勢
人
末
偶
へ
答
」
）
、
後
に
秋
成
か
ら
離
れ
宣
長
に
師
事
、
＜
宇
治
社
中
＞
 
 

の
中
心
人
物
と
な
っ
て
い
た
。
末
偶
の
家
集
『
菊
能
家
集
』
 
（
寛
政
九
年
成
、
 
 

神
官
文
庫
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
末
偶
家
だ
け
で
な
く
、
磯
部
昌
綱
（
朋
）
、
岩
井
 
 

田
尚
友
（
1
1
9
）
・
坂
尚
晶
（
1
2
0
）
・
梅
谷
未
晴
（
は
）
・
益
谷
末
寿
（
1
2
4
）
・
 
 

井
面
守
訓
（
1
2
7
）
・
佐
八
定
長
（
1
1
1
）
・
薗
田
守
諸
（
描
）
・
中
瀬
以
膵
（
禦
 
 

・
大
国
盛
業
（
㍑
）
・
烏
帽
子
末
方
（
禦
・
中
瀬
膵
文
（
3
6
0
）
・
岩
井
田
尚
 
 

徳
（
3
6
1
）
・
二
見
定
津
（
3
6
2
）
の
家
な
ど
で
歌
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
天
明
八
 
 

年
に
残
し
た
尚
賢
の
名
は
同
集
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
「
天
明
六
年
七
月
の
此
 
 

人
々
か
た
ら
ひ
て
林
崎
文
庫
に
て
は
し
め
て
会
し
け
る
時
兼
題
待
恋
」
 
（
同
上
）
 
 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
尚
賢
が
復
興
に
力
を
尽
し
た
林
崎
文
庫
で
、
歌
会
を
行
っ
 
 

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
歌
会
は
以
後
つ
ゞ
い
て
お
り
、
尚
賢
と
の
交
流
は
、
 
 

同
じ
権
禰
宜
で
も
あ
り
、
宣
長
と
親
交
と
あ
る
点
か
ら
、
当
然
あ
っ
た
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
又
、
「
年
比
松
坂
の
人
々
月
の
十
一
日
二
十
五
日
ハ
嶺
松
院
十
七
日
 
 

ハ
遍
照
寺
に
あ
つ
ま
り
て
月
次
の
苛
の
会
を
な
む
し
け
る
か
、
こ
ゝ
の
社
中
も
 
 

此
会
の
兼
題
よ
み
て
い
た
し
て
む
や
と
本
居
う
し
の
さ
と
さ
れ
け
れ
は
天
明
七
 
 

年
の
比
よ
り
を
り
を
り
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」
（
同
上
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
 
 

一
挙
に
九
名
の
入
門
を
み
た
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
よ
り
、
＜
宇
治
社
中
＞
と
 
 

し
て
、
松
坂
歌
会
に
つ
ら
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
社
中
の
と
り
ま
と
め
 
 

役
と
し
て
、
末
偶
が
あ
た
っ
た
こ
と
は
、
寛
政
五
年
十
一
月
九
日
付
千
家
俊
信
 
 

宛
宣
長
書
簡
に
、
「
格
別
出
精
厚
志
」
の
門
人
と
し
て
、
神
官
で
ほ
、
兼
備
の
 
 

み
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
或
い
は
、
宣
長
の
「
余
り
久
々
御
様
子
も
不
承
 
 

侯
故
、
ち
よ
と
御
出
状
御
中
入
侯
、
御
社
中
常
会
も
不
絶
有
之
侯
哉
、
是
叉
久
 
 

々
詠
革
も
承
り
不
申
侯
、
何
と
そ
退
転
無
是
様
二
御
世
話
可
被
成
侯
」
 
（
「
某
 
 

年
九
月
十
四
日
付
菊
家
兵
部
宛
宣
長
書
簡
」
）
と
い
う
文
面
か
ら
推
測
さ
れ
よ
 
 

ぅ
。
こ
の
よ
う
な
＜
宇
治
社
中
∨
ほ
、
宣
長
生
存
中
、
結
束
し
た
社
中
と
な
り
 
 

え
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
前
述
し
た
ご
と
く
、
∧
内
宮
外
宮
尊
卑
 
 

優
劣
論
＞
と
い
う
神
学
上
の
問
題
が
あ
っ
た
。
磯
部
昌
綱
ほ
、
神
道
家
書
見
辛
 
 

和
の
『
神
道
五
部
書
説
塀
』
 
（
元
文
五
年
成
）
の
説
を
支
持
し
、
『
五
部
書
』
 
 

が
偽
作
で
あ
る
こ
と
、
外
宮
の
祭
神
ほ
臣
列
謄
部
の
神
で
あ
る
と
、
『
神
都
考
 
 

僻
説
鞭
』
（
安
永
二
年
成
）
を
著
し
、
外
宮
の
神
官
橋
村
正
身
（
－
荒
木
田
久
老
 
 

の
実
父
）
が
『
説
蹄
』
を
論
破
し
よ
う
と
著
し
た
『
開
国
神
都
考
』
に
反
駁
し
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P
l
 
 
 

鈴
 
 
 

と
 
 
 

勢
 
 
 

伊
 
 
 

た
。
『
僻
説
塀
』
は
、
早
速
宣
長
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
ら
し
く
、
「
神
都
 
 

考
説
弁
述
作
被
レ
成
、
是
又
菊
家
主
よ
り
拝
見
仕
、
甚
以
御
尤
之
御
評
論
共
、
 
 

感
心
い
た
し
供
御
車
二
御
座
候
。
（
中
略
）
何
様
近
内
、
待
と
拝
見
仕
、
愚
存
書
 
 

加
へ
返
上
可
レ
申
侯
。
」
 
（
某
年
八
月
廿
一
日
付
守
屋
昌
綱
宛
宣
長
書
簡
）
と
 
 

あ
る
。
右
書
簡
か
ら
、
『
僻
説
耕
』
を
宣
長
の
も
と
に
送
っ
た
の
が
末
偶
で
あ
 
 

る
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
長
は
、
右
書
簡
で
は
、
昌
綱
の
説
（
－
幸
和
の
説
）
を
、
 
 

お
お
ま
か
に
「
御
尤
之
御
評
論
」
と
述
べ
た
が
、
後
に
『
磯
部
主
へ
送
ル
総
論
』
 
 

（
書
簡
の
翌
月
成
る
か
。
）
で
は
、
「
青
鬼
が
ロ
ッ
キ
ヲ
ナ
ラ
ヒ
玉
ヘ
リ
ト
見
 
 

エ
テ
、
敵
ヲ
破
ス
ル
詞
ア
マ
リ
ス
ル
ド
ク
、
栄
二
過
ク
ル
事
多
」
き
と
、
述
べ
、
 
 

内
宮
が
こ
の
説
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
「
タ
ゝ
カ
ノ
豊
受
大
神
ヲ
皇
孫
供
奉
ノ
 
 

臣
列
謄
部
ノ
神
也
卜
云
ル
ガ
、
甚
心
ニ
カ
ナ
ヘ
ル
故
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
 
 

態
度
は
、
全
く
も
っ
て
「
古
学
ノ
人
」
の
と
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
と
批
判
し
 
 

た
。
そ
し
て
、
「
外
宮
ノ
神
尊
シ
ト
テ
左
内
官
ノ
尊
二
損
ナ
ク
、
叉
牧
神
卑
シ
 
 

ト
テ
モ
、
内
宮
ノ
尊
二
益
ナ
キ
事
ナ
レ
バ
、
ト
カ
ク
偏
執
ヲ
ス
テ
テ
、
公
平
ニ
 
 

ア
ラ
マ
ホ
シ
キ
」
と
、
公
平
な
立
場
（
内
宮
、
外
宮
の
い
ず
れ
に
も
肩
入
れ
を
 
 

し
な
い
。
）
を
と
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
立
場
は
、
『
伊
勢
l
一
宮
さ
き
竹
の
塀
』
 
 

（
享
和
元
年
刊
）
に
お
い
て
も
、
同
じ
で
あ
っ
た
。
宣
長
は
、
そ
の
著
で
、
外
 
 

宮
の
祭
神
が
、
高
天
の
原
で
天
照
大
御
神
が
祭
り
給
う
た
穀
物
の
神
、
豊
受
大
 
 

神
で
あ
り
、
両
神
と
も
に
尊
貴
の
神
、
か
つ
そ
の
職
分
を
異
に
し
、
同
一
基
準
 
 

で
比
較
で
き
な
い
神
々
で
あ
る
と
論
じ
た
。
た
だ
、
宣
長
の
こ
の
よ
う
な
態
度
 
 

は
、
内
宮
、
外
宮
い
ず
れ
か
ら
も
、
不
満
の
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
内
宮
 
 

の
鈴
門
、
益
谷
末
寿
（
1
2
4
）
は
、
『
二
宮
割
竹
蹄
難
』
を
著
し
、
師
説
に
反
駁
 
 

し
た
。
外
宮
に
関
し
て
ほ
、
『
さ
き
竹
の
塀
』
の
刊
行
経
過
が
、
如
実
に
、
そ
の
 
 

こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
宣
長
は
、
女
宿
安
田
広
治
（
1
4
2
）
を
介
し
て
、
荒
 
 

木
田
久
老
（
－
外
官
権
禰
宜
か
ら
、
義
子
と
な
っ
て
内
官
権
禰
宜
に
転
じ
た
。
）
 
 

に
、
『
さ
き
竹
の
弁
』
の
刊
行
諒
解
と
、
外
宮
長
官
の
序
文
を
得
る
こ
と
に
つ
 
 

い
て
、
外
宮
側
と
の
問
に
立
っ
て
、
幹
旋
し
て
く
れ
る
よ
う
依
瞭
し
た
。
そ
れ
 
 

に
対
し
、
久
老
は
、
長
官
の
序
文
を
得
る
こ
と
の
困
難
さ
、
は
た
ま
た
刊
行
そ
 
 

の
も
の
ゝ
困
難
さ
を
報
じ
た
。
宣
長
は
、
再
度
、
久
老
の
尽
力
を
求
め
た
。
そ
 
 

れ
は
、
久
老
が
同
門
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
早
く
久
老
が
『
槻
の
落
葉
心
や
り
』
 
 

（
天
明
三
年
成
）
と
い
う
著
で
、
真
淵
や
宣
長
の
研
究
に
よ
り
、
外
宮
の
神
道
 
 

家
事
田
光
隆
と
論
争
を
行
っ
た
こ
と
を
、
宣
長
が
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 

さ
て
宣
長
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
結
局
、
外
宵
は
、
「
さ
き
竹
の
弁
之
俵
、
五
 
 

神
主
（
－
外
宮
五
禰
宜
、
松
本
算
彦
）
よ
り
返
事
有
レ
之
供
由
、
右
紙
面
御
見
 
 

せ
被
レ
下
、
致
二
披
見
－
供
、
成
程
旧
来
之
説
と
達
侯
事
二
御
座
候
へ
ハ
、
表
 
 

向
同
意
ハ
有
レ
之
か
た
き
品
、
一
通
り
、
尤
成
義
二
奉
レ
存
供
、
乍
レ
去
右
之
 
 

紙
面
之
趣
を
相
考
申
侯
処
、
出
板
い
た
し
侯
と
て
も
、
あ
な
か
ち
さ
し
か
ま
ひ
 
 

被
レ
申
供
儀
は
有
レ
之
間
数
欺
と
推
察
任
侠
」
 
（
「
寛
政
十
年
十
月
二
十
七
日
 
 

付
久
老
宛
宣
長
書
簡
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
い
ま
い
な
態
度
を
示
す
だ
け
で
 
 

あ
っ
た
。
二
年
後
、
『
さ
き
竹
の
弁
』
は
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
年
 
（
享
和
元
 
 

年
）
、
九
月
廿
九
日
、
宣
長
は
残
し
、
そ
し
て
末
偶
が
、
十
二
月
七
日
残
し
た
。
 
 

そ
の
後
の
神
官
鈴
門
と
、
大
平
、
春
庭
と
の
関
係
は
、
『
故
翁
門
人
姓
名
録
之
 
 

内
大
平
井
春
庭
方
音
信
不
絶
分
』
 
（
東
大
本
居
文
庫
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
内
宮
で
 
 

は
、
磯
部
昌
綱
、
益
谷
末
寿
、
井
面
守
訓
、
薗
田
守
諸
、
中
瀬
以
勝
、
二
見
定
 
 

律
の
六
名
、
外
宮
で
は
、
安
田
広
治
、
藤
本
久
葛
の
二
名
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
 
 

い
。
そ
し
て
、
大
平
・
春
庭
の
門
人
ほ
、
宣
長
生
存
時
と
反
対
に
、
＜
山
田
社
 
 

中
＞
が
、
＜
宇
治
社
中
＞
を
し
の
い
だ
。
即
ち
、
『
春
庭
門
人
録
』
 
（
国
学
者
 
 

伝
記
集
成
）
に
よ
れ
ば
、
山
田
の
門
人
五
十
名
（
内
二
名
は
安
田
広
治
、
藤
本
 
 

久
葛
）
に
対
し
て
、
宇
治
の
門
人
十
二
名
（
内
三
名
は
、
益
谷
兼
寿
、
井
面
守
 
 

訓
、
大
国
盛
業
）
で
あ
り
、
一
方
、
『
藤
垣
内
門
人
姓
名
録
』
（
本
居
文
庫
蔵
）
 
 

に
よ
れ
ば
、
山
田
の
門
人
三
十
二
名
に
対
し
て
、
宇
治
の
門
人
は
零
名
と
い
う
 
 

状
態
で
あ
っ
た
。
（
た
だ
し
、
＜
山
田
社
中
＞
の
多
く
は
、
春
庭
、
大
平
へ
の
 
 

両
者
に
師
事
し
て
い
る
。
）
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
末
 
 

偶
の
死
と
、
外
官
権
禰
宜
足
代
弘
訓
の
大
平
、
春
庭
へ
の
入
門
（
前
者
に
は
、
 
 

文
化
二
年
、
後
者
に
は
、
文
化
六
年
）
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

＜
系
統
表
＞
 
 

漢
学
 
 

一
志
村
正
令
∫
 
 
 



基
 
 

■
 
 

村
 
 

中
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（
『
宇
治
山
田
市
史
』
下
巻
）
 
 
 

足
代
広
訓
は
、
享
和
元
年
五
月
（
一
八
〇
一
）
久
老
の
門
に
入
り
（
十
八
歳
）
、
 
 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
六
月
上
京
、
芝
山
持
豊
に
和
歌
を
学
び
、
同
年
本
居
 
 

大
平
の
許
で
国
学
を
修
め
た
。
（
文
化
元
年
、
久
老
は
残
し
て
い
る
。
）
又
、
 
 

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
ほ
、
外
官
権
禰
宜
亀
田
末
雅
に
神
事
を
学
び
、
同
 
 

六
年
（
一
八
〇
九
）
に
は
、
大
平
、
和
歌
山
移
住
の
た
め
、
本
居
春
庭
に
従
っ
 
 

て
『
詞
の
八
衛
』
 
（
語
学
）
を
修
め
た
（
『
宇
治
山
田
市
史
』
下
巻
、
一
二
六
 
 

四
京
）
。
弘
訓
愕
 
「
二
十
よ
り
三
十
余
の
頃
は
い
ほ
ゆ
る
天
狗
に
て
大
先
生
 
 

の
心
持
に
御
座
墜
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
前
後
、
 
 

す
で
に
、
鈴
門
＜
山
田
社
中
＞
の
中
心
人
物
と
し
て
、
令
名
を
は
せ
て
い
た
。
 
 

事
実
、
春
庭
門
に
山
田
か
ら
の
入
門
者
が
現
わ
れ
て
く
る
の
は
、
文
化
七
年
以
 
 

後
で
あ
り
、
一
方
、
大
平
門
に
お
い
て
も
文
化
十
二
年
以
後
、
入
門
者
の
増
加
 
 

を
み
て
い
る
（
「
春
庭
、
大
平
門
人
録
」
）
。
だ
が
、
弘
訓
ほ
、
次
第
に
、
「
遂
 
 

3
 
 

々
諸
名
家
に
交
り
侯
に
付
、
先
非
を
悔
み
、
四
十
に
至
り
、
江
戸
に
出
、
柳
営
 
 

の
御
学
風
も
少
々
相
伺
ひ
、
五
十
に
至
り
京
都
に
参
り
、
禁
廷
の
御
学
風
の
片
 
 

端
を
も
相
伺
ひ
、
そ
れ
よ
り
大
に
見
識
下
り
」
 
（
『
足
代
弘
訓
令
家
集
附
録
』
 
 

「
あ
る
人
に
贈
ら
れ
た
る
書
状
」
中
）
と
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
江
戸
、
京
都
 
 

の
文
人
学
者
（
1
伴
萬
躁
、
摘
検
校
、
狩
谷
披
斎
、
清
水
浜
臣
、
加
茂
季
鷹
）
と
 
 

の
交
流
に
よ
っ
て
、
鈴
屋
古
学
か
ら
脱
皮
し
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
「
姶
 
 

国
・
漢
学
 
 

橋
村
 
正
身
－
 
 

国
学
 
 

1
應
田
 
助
倍
 
 

国
学
 
 

・
1
宇
治
 
老
久
 
 

一
 
宇
治
 
久
守
 
 

＜
春
庭
門
＞
 
 

ト
キ
 
 

橋
村
 
正
克
 
 

足
代
 
弘
訓
 
 

＜
大
平
・
春
庭
門
＞
 
 

一
 
橋
村
 
正
克
 
 
 

－
 
佐
々
木
弘
綱
 
 
 

－
 
近
藤
 
芳
介
 
 
 

一
 
児
玉
 
尚
高
 
 
 

－
 
中
西
 
弘
純
 
 

井
阪
 
徳
辰
 
 

は
偏
固
の
古
学
流
に
御
座
供
所
（
中
略
）
偏
僻
の
学
問
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
義
は
、
 
 

塙
検
校
、
狩
谷
枝
斎
な
ど
も
、
呉
々
申
開
侯
間
、
其
後
ほ
諸
家
の
長
所
を
L
り
、
 
 

一
家
の
説
に
拘
泥
不
任
侠
」
 
（
同
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
書
誌
学
、
考
証
学
的
 
 

学
風
へ
の
推
移
を
意
味
し
た
。
自
ら
、
古
典
の
蒐
録
、
考
証
に
力
を
尽
す
一
方
、
 
 

外
宮
皇
宮
崎
文
庫
の
充
実
に
尽
し
た
こ
と
ほ
、
知
ら
れ
て
い
る
（
小
野
則
秋
 
 

『
日
本
文
庫
史
研
究
』
下
巻
）
。
弘
訓
は
、
大
塩
平
八
郎
と
断
金
の
交
を
し
、
 
 

救
荒
済
民
の
実
践
的
運
動
に
走
ろ
た
。
学
問
的
に
は
、
煩
衆
の
仕
事
に
従
い
、
 
 

∧
宇
治
社
中
＞
が
、
兼
寿
残
後
、
橘
守
部
の
音
義
沢
に
憤
斜
し
て
い
っ
た
の
に
 
 

対
し
て
、
あ
く
ま
で
春
庭
の
語
学
研
究
を
補
説
し
た
。
そ
の
学
問
的
態
度
は
、
 
 

門
人
の
佐
々
木
弘
綱
に
継
承
さ
れ
、
明
治
へ
と
至
っ
た
。
 
 

∽
 
神
宮
 
 
 

注
‖
続
帝
国
文
庫
『
続
々
紀
行
文
集
』
 
 
 

伺
北
岡
四
良
『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
三
六
五
頁
。
 
 
 

拗
榊
原
頼
輔
『
足
代
弘
訓
』
 
〓
三
賞
。
 
 

三
 
そ
の
他
の
社
中
 
 
 

し
ろ
こ
 
 
 

餌
 
白
子
 
 

「
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
奄
芸
郡
白
子
の
鈴
門
は
六
名
で
あ
る
。
天
明
 
 

四
年
に
入
門
し
た
の
が
、
村
田
並
樹
（
郎
）
、
坂
倉
茂
樹
（
訂
）
、
一
見
直
樹
 
 

（
8
6
）
、
倉
田
茸
樹
（
お
）
で
あ
り
、
並
樹
・
茂
樹
・
直
樹
の
三
人
は
、
特
に
 
 

「
白
子
二
於
ル
鈴
門
ノ
三
樹
」
 
（
稿
本
全
集
第
一
輯
八
一
五
京
）
と
称
さ
れ
た
 
 

と
い
う
。
天
明
八
年
に
ほ
、
並
樹
の
義
父
で
あ
る
村
田
橋
彦
（
1
3
2
）
と
、
白
子
 
 

昌
平
（
1
3
1
）
が
入
門
し
た
。
以
上
が
＜
白
子
社
中
＞
の
面
々
で
あ
る
が
、
ち
な
 
 

み
に
宣
長
の
「
雅
用
録
」
天
明
八
年
正
月
の
粂
の
「
一
、
四
日
 
坂
倉
大
和
守
 
 

丁
茂
樹
）
来
ル
／
↓
、
自
重
見
元
常
丁
直
樹
）
母
六
十
賀
ノ
文
歌
乞
／
 
 

＼
、
 
 

一
、
同
村
田
貢
（
－
並
樹
）
あ
つ
め
候
文
乞
」
 
「
一
、
八
日
 
白
子
書
状
来
ル
 
 

＼
、
 

＼
 

＼
 
詠
草
 
廿
四
日
答
」
 
「
て
十
日
 
橋
彦
状
 
同
十
日
答
」
 
「
て
十
六
日
 
 
 



日
J
 
 

日
■
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と
 
 
 

勢
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＼
 
 

橋
彦
 
状
 
進
物
」
 
「
一
、
廿
日
 
橋
彦
状
 
チ
ン
ブ
ツ
」
 
「
一
、
廿
八
日
○
 
 

倉
田
衛
門
（
1
真
樹
）
来
太
左
ル
／
茂
 
木
書
状
／
白
子
詠
単
 
三
月
中
旬
答
」
 
 

と
い
っ
た
記
録
か
ら
も
、
宣
長
と
の
交
流
が
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
ゞ
え
 
 

よ
う
。
彼
ら
が
、
松
坂
に
釆
て
い
た
，
て
は
、
右
の
記
録
か
ら
も
わ
か
る
が
、
 
 

そ
の
よ
う
な
お
り
、
松
坂
鈴
門
と
と
も
に
歌
会
を
開
く
な
ど
、
活
発
な
動
き
を
 
 

示
し
て
い
る
（
「
天
明
八
年
三
月
歌
合
」
 
「
同
年
戊
申
 
四
月
歌
合
」
 
「
寛
政
 
 

元
年
九
月
十
三
夜
粛
二
度
 
歌
合
」
 
「
同
年
第
三
度
神
無
月
歌
合
」
 
「
寛
政
二
 
 

年
正
月
歌
合
」
 
「
同
年
二
月
歌
合
」
 
「
同
年
八
月
歌
合
」
 
「
同
年
九
月
十
三
夜
 
 

歌
合
ヽ
）
。
た
だ
、
以
上
の
天
明
八
年
か
ら
寛
政
二
年
に
わ
た
る
松
坂
で
の
歌
 
 

合
に
出
席
し
て
い
る
＜
白
子
社
中
∨
は
、
並
樹
・
茂
樹
・
直
樹
・
賓
樹
の
四
人
 
 

に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
宣
長
は
、
寛
政
五
年
十
一
月
九
日
付
千
家
俊
信
宛
書
簡
 
 

で
、
門
人
の
中
で
、
「
格
別
出
精
厚
志
ノ
分
」
と
し
て
、
白
子
で
ほ
、
並
樹
と
 
 

茂
樹
の
二
名
を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
、
寛
政
七
年
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
『
金
 
 

銀
入
帳
』
を
検
す
る
な
ら
ば
、
同
十
年
ま
で
は
、
並
樹
・
茂
樹
・
直
樹
が
連
名
 
 

で
謝
札
金
、
金
三
分
を
お
さ
め
て
い
る
が
、
同
十
一
年
、
十
二
年
に
は
、
茂
樹
 
 

の
名
が
消
え
、
享
和
元
年
に
は
、
他
の
二
名
の
名
も
消
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
 
 

る
。
こ
の
こ
と
は
＜
白
子
社
中
＞
の
先
細
り
現
象
を
意
味
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

三
樹
の
一
人
、
並
樹
が
、
義
父
橋
彦
と
の
不
仲
も
あ
っ
た
の
か
寛
政
七
年
頃
を
 
 

境
に
、
江
戸
に
出
て
い
っ
た
こ
と
が
、
右
の
よ
う
な
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
原
 
 

因
の
一
つ
と
し
七
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
白
子
と
宣
長
と
の
つ
な
が
り
ほ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
始
っ
た
の
 
 

か
。
宣
長
は
明
和
八
年
十
一
月
二
日
付
谷
川
士
清
宛
書
簡
で
、
 
 

し
ろ
こ
の
村
田
七
右
衛
門
と
い
ふ
人
、
岡
部
を
ぢ
が
祝
詞
考
も
て
る
よ
し
、
此
の
人
 
 

の
名
か
ね
て
も
閲
し
事
は
侍
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
し
る
人
に
は
待
ら
ず
。
い
か
で
か
 
 

の
考
か
り
て
給
ほ
れ
か
し
。
ま
ろ
が
古
事
記
伝
見
ま
ほ
し
か
る
よ
し
．
こ
は
五
の
巻
 
 

ち
か
き
ほ
ど
に
か
き
を
へ
侍
り
て
、
君
に
見
せ
奉
ら
ん
。
そ
を
や
が
て
か
し
こ
へ
も
 
 

見
せ
て
ん
と
思
ひ
侍
る
。
 
 
 

8  

と
、
述
べ
て
い
る
。
村
田
橋
彦
と
ほ
、
即
ち
、
明
和
八
年
段
階
で
、
宣
長
は
、
 
 

士
清
を
介
し
、
交
流
は
な
い
が
『
祝
詞
考
』
と
『
古
事
記
偉
』
と
の
相
互
借
覧
 
 

を
希
望
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
右
書
簡
か
ら
、
士
清
と
橋
彦
と
が
親
し
い
 
 

こ
と
も
う
か
が
え
よ
う
。
同
年
十
二
月
十
日
付
士
清
宛
書
簡
で
、
宣
長
が
、
 
 

白
子
よ
り
、
の
り
と
の
考
二
巻
参
り
険
よ
し
に
て
、
見
せ
給
は
り
、
い
と
i
う
れ
 
 

し
く
思
ひ
参
ら
せ
侯
也
。
か
し
こ
へ
も
、
御
つ
い
で
あ
ら
ば
、
よ
く
申
給
は
れ
か
し
。
 
 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
橋
彦
が
所
持
し
て
い
る
真
淵
の
『
祝
詞
考
』
を
 
 

さ
っ
そ
く
士
清
に
渡
し
、
士
清
は
宣
長
に
そ
れ
を
送
っ
た
こ
と
が
、
う
か
が
え
 
 

る
。
こ
の
よ
う
に
、
宣
長
と
白
子
と
の
関
係
は
、
村
田
橋
彦
と
の
交
流
に
よ
っ
 
 

て
開
始
さ
れ
た
。
宣
長
の
安
永
六
年
以
前
の
「
来
訪
諸
子
姓
名
住
国
井
聞
名
諸
 
 

子
」
に
、
［
庖
子
江
嶋
村
田
七
右
衛
門
橋
彦
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
 
 

伯
仲
 
 

情
に
よ
ろ
う
。
 
 
 

橋
彦
は
、
旗
本
小
笠
原
の
江
島
役
所
に
仕
え
た
。
「
門
人
録
」
で
は
義
子
の
 
 

並
樹
（
春
門
）
 
の
方
に
「
小
笠
原
播
磨
守
殿
家
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
県
 
 

門
の
村
田
春
郷
、
同
春
海
と
同
族
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
明
和
二
年
、
真
淵
に
 
 

入
門
し
て
い
る
。
い
わ
ば
宣
長
と
ほ
同
門
の
先
輩
・
後
輩
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
 
 

時
期
、
橋
彦
は
『
祝
詞
考
』
等
を
借
写
す
る
な
ど
、
「
東
か
ら
流
入
し
て
く
る
 
 

学
問
の
窓
口
の
役
目
を
し
て
ゐ
た
」
 
（
北
岡
四
良
『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
二
 
 

四
三
京
）
 
の
で
あ
っ
た
。
 
 

㈲
 
津
 
 

津
は
松
坂
の
近
く
と
い
う
地
く
と
い
う
地
理
的
条
件
も
あ
っ
て
か
、
十
八
名
 
 

の
門
人
を
擁
し
た
。
階
層
的
に
は
、
家
中
関
係
七
、
町
人
八
、
神
職
二
、
僧
侶
 
 

一
と
い
う
分
布
で
あ
る
。
浮
藤
堂
藩
の
藩
校
に
国
学
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
 
 
 

維
新
後
な
の
て
家
中
の
入
門
に
藩
学
の
影
響
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
安
永
 
 

l
一
年
以
前
入
門
の
家
中
鴨
川
秀
ヂ
（
4
0
）
 
（
1
浮
で
最
も
早
い
鈴
門
）
が
、
ど
 
 
 



基
 
 

■
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の
よ
う
な
事
情
で
入
門
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
天
明
七
年
入
門
の
家
中
七
 
 

ま
さ
と
L
 

刃
 
 

里
政
要
（
1
0
6
）
が
、
初
め
谷
川
士
清
の
門
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
垂
加
神
道
家
 
 

と
し
て
一
家
を
成
し
た
士
清
の
影
響
下
忙
彼
ら
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
出
 
 

鍍
次
郎
氏
は
聞
書
と
し
て
「
藤
堂
さ
ん
か
ら
十
五
人
扶
持
貰
っ
て
客
分
の
や
う
 
 

に
な
っ
て
居
た
と
ヰ
サ
こ
と
で
、
そ
の
為
め
御
家
中
に
も
門
人
が
多
か
っ
た
と
 
 

の
こ
と
」
と
伝
え
る
扇
士
清
の
穀
後
、
彼
ら
は
、
宣
長
の
門
下
に
な
っ
て
い
っ
 
 

た
。
そ
し
て
、
宣
長
穀
後
は
、
春
庭
門
と
な
っ
た
こ
と
ほ
、
文
政
六
年
か
ら
、
 
 

春
庭
の
賛
す
る
同
十
一
年
ま
で
に
、
津
家
中
の
門
人
六
名
を
数
え
る
（
「
後
鈴
 
 

6
 
 

屋
門
人
銀
」
）
 
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
 
 
 

＜
津
社
中
＞
の
中
心
人
物
は
、
家
中
で
は
七
里
改
頁
、
町
人
で
は
安
永
l
ニ
年
 
 

入
門
の
柴
田
常
昭
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
宣
長
が
寛
政
五
年
十
一
月
九
日
 
 

付
千
家
俊
借
宛
書
簡
で
、
門
人
の
う
ち
の
「
格
別
出
精
厚
志
」
の
者
と
し
て
、
 
 

津
で
ほ
両
名
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
言
え
る
。
常
昭
に
は
、
天
明
元
年
以
後
、
 
 

宣
長
に
『
万
葉
集
』
の
疑
問
を
質
し
た
、
『
万
葉
集
疑
問
』
と
い
う
著
が
あ
る
 
 

が
、
彼
の
学
問
的
仕
事
と
し
て
は
、
『
詞
の
小
串
』
と
い
う
動
詞
活
用
の
研
究
 
 

【
J
 
 

が
知
ら
れ
る
。
『
詞
の
小
事
』
 
（
国
会
図
書
館
蔵
、
常
昭
自
筆
稿
本
）
b
巻
首
 
 
 

に
は
、
寛
政
四
年
十
一
月
九
日
付
常
昭
宛
の
宣
長
の
書
簡
が
貼
布
さ
れ
可
そ
の
 
 

中
で
宣
長
は
、
 
 

御
考
は
扱
て
〈
細
密
の
至
り
感
心
致
し
侯
猶
追
々
御
勘
考
な
ら
せ
ら
れ
必
々
一
部
 
 

の
書
に
御
仕
立
成
る
可
く
侯
。
 
 

と
期
待
の
こ
と
ば
を
吐
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
常
昭
は
、
 
 

同
八
年
（
一
七
九
六
）
四
十
蔵
前
後
で
穀
し
た
。
宣
長
の
落
胆
は
、
『
鈴
星
集
』
 
 

三
巻
に
の
る
追
悼
歌
、
 
 

柴
田
常
昭
か
夏
の
こ
ろ
み
ま
か
り
に
け
る
に
寄
夢
無
常
 
 

さ
め
ぬ
る
か
か
け
し
頼
み
の
い
ふ
か
ひ
も
な
き
た
ま
の
を
の
み
し
か
夜
の
夢
 
 

此
人
は
か
く
も
む
に
心
を
い
れ
て
さ
と
り
も
深
か
り
け
れ
は
ゆ
く
 
 

さ
き
た
の
も
し
く
お
は
え
け
る
に
四
十
ほ
か
り
に
て
う
せ
ぬ
れ
は
 
 

な
む
か
く
は
よ
め
り
け
る
 
 

に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
詞
の
小
事
』
は
、
常
昭
存
命
中
か
ら
著
述
 
 

を
助
け
て
い
た
寛
政
二
年
入
門
の
芝
原
春
房
（
1
9
1
）
 
に
よ
っ
て
引
き
つ
が
れ
、
 
 

完
成
を
み
た
。
＜
弊
社
中
＞
で
、
宣
長
穀
後
、
春
庭
・
大
平
に
音
信
が
絶
え
な
 
 

か
っ
た
の
は
、
七
里
長
行
（
1
改
頁
）
、
川
北
夏
蔭
（
1
0
9
）
、
倉
田
秋
満
（
皿
）
、
 
 

芝
原
奉
屏
の
四
名
で
あ
る
（
『
故
翁
門
人
姓
名
録
之
内
大
平
井
春
庭
方
音
信
不
 
 

鮭
分
』
本
居
文
庫
蔵
）
。
そ
の
内
、
夏
蔭
と
、
春
房
は
、
春
匪
の
門
人
と
な
っ
 
 

た
（
『
後
鈴
屋
門
人
録
』
）
。
春
庭
・
大
平
時
代
の
＜
浮
社
中
＞
ほ
、
活
況
こ
 
 

そ
呈
し
は
し
な
か
っ
た
が
四
名
を
中
心
に
、
本
居
派
国
学
の
命
脈
を
保
っ
た
と
 
 

（
郷
）
 
 

（
糞
）
 
 

い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
春
房
と
同
族
と
思
え
る
芝
原
用
蔵
へ
－
千
里
）
が
、
 
 

文
化
二
年
に
大
平
に
入
門
（
『
藤
垣
内
門
人
姓
名
録
』
本
居
文
庫
蔵
）
、
同
四
 

一
 
 

年
に
春
庭
に
入
門
（
「
金
銀
入
帳
」
）
し
、
夏
蔭
の
同
族
と
思
え
る
川
北
久
太
 
1
0
 
 

夫
（
一
速
星
）
、
川
北
四
郎
兵
衛
（
）
が
文
政
七
年
に
春
庭
門
と
な
っ
一
 
 

て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
 
 

㈲
 
亀
山
 
 

亀
山
の
社
中
は
、
樋
口
垂
水
（
乃
）
石
上
寺
葦
成
（
摘
）
、
林
群
樹
（
m
）
 
 

の
三
名
を
数
え
る
。
社
中
と
し
て
は
、
小
さ
い
が
、
『
故
翁
門
人
姓
名
録
之
内
 
 

大
平
井
春
庭
方
音
信
不
能
分
』
に
、
上
記
の
三
名
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
 
 

着
実
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 
 

宣
長
産
後
、
樋
口
垂
水
が
す
ぐ
さ
ま
春
庭
に
入
門
、
林
群
樹
も
文
化
七
年
に
 
 

至
る
ま
で
に
容
庭
転
入
門
し
（
「
春
庭
門
人
録
」
）
、
社
中
と
し
て
の
ま
と
ま
 
 

り
は
、
く
ず
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
影
響
下
に
、
享
和
三
年
に
は
、
 
 

石
見
甚
蔵
、
文
化
四
年
に
は
杉
山
主
騰
が
大
平
に
入
門
（
「
藤
垣
内
門
人
姓
名
 
 

銀
」
）
、
ま
た
、
同
年
に
ほ
、
石
見
甚
蔵
が
医
師
の
神
田
主
計
と
と
も
に
春
庭
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抽
 
憶
柄
 
 

伊
勢
度
会
郡
憶
柄
は
、
安
永
二
年
以
前
に
六
名
の
入
門
を
み
る
な
ど
、
早
い
 
 

段
階
に
鈴
門
を
形
成
し
、
寛
政
七
年
ま
で
に
ほ
、
十
四
名
を
数
え
、
同
年
の
「
金
 
 

銀
入
帳
」
に
、
＜
憶
柄
社
中
＞
と
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
 
 

実
状
は
、
そ
れ
ほ
ど
、
社
中
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
な
か
っ
た
。
 
 

三
 
 

「
金
銀
入
帳
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
八
年
秋
に
、
「
憶
柄
社
中
〔
四
〕
人
」
と
し
 
 

て
向
井
八
五
郎
（
1
原
澄
）
 
（
3
1
5
）
、
藤
井
佐
左
衛
門
（
－
貫
通
）
 
（
3
1
4
）
大
 
 

森
七
兵
衛
（
－
武
信
）
 
（
3
1
6
）
が
「
金
武
分
」
を
入
金
し
て
い
る
が
、
同
十
年
 
 

に
は
、
大
森
武
信
が
ぬ
け
、
代
わ
り
に
西
光
寺
昇
空
（
即
）
と
大
囲
（
1
7
）
と
 
 

が
「
八
匁
」
を
入
金
、
同
十
一
年
に
は
大
圏
の
み
入
金
、
同
十
二
年
に
は
大
国
 
 

と
藤
井
貫
通
と
が
入
金
、
享
和
元
年
に
は
、
藤
井
貫
通
の
み
が
、
入
金
し
て
い
 
 

る
状
態
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
＜
憶
柄
社
中
＞
ほ
中
心
人
物
と
な
る
べ
き
実
力
者
 
 

を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
強
い
て
あ
げ
る
な
ら
ば
『
古
事
記
類
題
歌
集
』
に
「
以
 
 

下
敏
之
外
也
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
和
選
書
師
」
を
詠
ん
で
い
る
藤
井
貫
通
 
 

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
右
の
様
な
状
態
の
当
然
の
反
映
と
い
う
べ
き
か
、
宣
長
孜
 
 

後
、
＜
憶
柄
社
中
＞
ほ
消
滅
し
た
。
 
 

注
目
『
本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
2
 
 

伺
奥
山
字
七
氏
ほ
、
「
安
永
元
年
に
は
靖
彦
は
宣
長
翁
を
訪
問
」
 
（
『
木
居
宣
長
翁
 
 

書
簡
集
』
二
六
頁
）
と
、
注
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
確
証
は
な
い
と
思
え
る
。
 
 

ち
な
み
に
、
橋
彦
入
門
年
次
を
天
明
三
年
と
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
な
ま
ち
が
 
 

い
で
あ
る
。
 
 
 

伺
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
 
七
四
七
頁
～
七
四
八
 
 

貢
。
 
 
 

印
『
稿
本
全
集
』
第
一
輯
 
八
一
三
貴
。
 
 

に
入
門
（
「
金
銀
入
帳
」
）
す
る
な
ど
、
社
中
と
し
て
は
、
確
実
な
も
の
と
な
 
 

っ
て
い
っ
た
。
 
 

㈲
「
言
語
学
雑
誌
二
」
 
『
国
学
者
停
記
集
成
』
第
一
巻
 
四
三
七
貢
。
 
 

㈲
後
藤
一
日
『
こ
と
ば
の
小
事
』
二
二
貢
 
 

（
一
九
八
二
年
六
月
二
十
八
日
 
受
理
）
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